
簡易型火災警報器の実用性能実験結果について

1 はじめに

昭和S4年中における当庁官:内の住宅火災は，941

1牛で.f主主主物火災の23.5%を出めている。主な出

火例p[rti，)己主の 366{牛に次いで台所. タイニン

クキノチ/の284{斗が多L、。 また.火災による死者

の数は. 152人で.そのうち88人(白川によるも

のを|泳<)は.一般住宅.共同住宅等から発生し

ている。死者の先生側所は ~I; 宅が60 人と肢も多く.

次いでTFI所ヵ、10人である。 l指数別の状汎では :'析

が42人.二階カ、40人とほばruJ数となっている。 l点

1);1幼lでは t;スこんろ，たJZこ.ふろかまと，石油

油ストープ弘どが多し¥ 1tlも多いガスニんろによ

るものには.似げもの中‘あるいは似It終ったの

ちに発生 している Lのが 184件(約80%)もある。

火災:こ弘るまでの経過をみると.~請がn.り削J した

ので応対していた J. イ供が泣いたのて係イーをみ

ていた」等，叫|目的には 5分から 10分位のわすか

な時間その場を荷量れた|ZTに出火している。

f1lj易型火災??報器(以下簡tT器という)は.

般住宅火災から人命の安全をはか 1).川:ょ を軽i成

する目的で開発され，アメリカではかなり「与L、苦ι

及率となっている。日本でも鑑定 )j~ .i集に迎合した

ものヵ、市札kきtLるようにむヮた。

そこで.現在市l阪されている 10般矧の間野器に

ついて.実用性能の把催と，より安jJ呆的な活用方

法を研究する目的て¥これを尖大規模の住毛紋71Ej

にぷ泣 し.f白‘の調理なと日常の生活条f*において.

あるいは天よら鍋のかけ忘れなt. 火災発生初期

の煙又!J熱による作動尖験を行ったので¥その不占

拠を報告する。
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2 実験設備及び供試簡警器の感度基準

(1) 実験建物

実験に使用 Lた建物は，図]に示すとおり間口

3.55m. 奥行5.29mてJ建面m約19m'. 内装は合板

張り.外装はスレート悩りの平家建である。内部

の間取り (i，一般住宅の一宮1¥を想定したもので.

床の間.押入付の居室(和室 6~:l:)，台所( 4公相

当、がある。台所には流し台.ガスこんろ. ~Il熱

器.検気bi(送j乱川 15m'/分)なとカ、I出席してある。

府主と台所との間仕切は襖.外周のn~ 口部はア

ルミサ γ ンのカラス窓.ガラス戸などである。

(2) 測定器具

実験建物内の以度、煙1民!丸風速なとを測定す

るため.次のHitilJ縦を使用した。

‘"It~必式煙 1段度計(光路長 J m) 4台

光返式煙濃度計(光路長 2m) 台

イオン化式煙濃度計 1台

自記1品度計(アルメルークロメル熱'i:!i対) J台

ぺン省、 自記々録n十(煙濃度A1IJ定)

携帯型五千j瓜j主計

21=、
" 

2台

3 供試簡普器の種別及び感度基準

こた験に使用した簡符誌は写真 lに示す10台て二

その内訳は‘ 1亡'必式 4台，イオン化式 5台.定以

差!fi!J;r¥.1千;て.いずれも製泣メーカーの異なるも

のである。

:与n1 -~:J. A. D. E. Fが光'>!i式， B. C. 

G， H. 1ヵ、イオン 1ヒ式. J力、定I斗差!fi}J式て、ある。

鑑定 J，~ ;¥1に定める'弘気式f11j~'f器の!必J立法j与のう

ち主な事項は次のとおりである。

(1) 差動式

ア 作動式後

(A) 出品より :lüJ~ I~'~ ~、風速8Scm/秒の悟直気
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写真 1 実験に使用した簡警器

写真 2 居室内の簡警器及び煙温度計

;kt.に投入したとき、 30f少以内で作動するこ

と。

(8) 室也から 15度/分の符11合で直線に上昇す

る水平気流を加えたとき， 4分30秒以内で

作動すること。

イ 不作動ぷ験

(A) 室尚より 151支 !~S '、風速60cm/秒の垂直気

;j\~に投入したとき l 分以内で作動しないこ

。
、y」

(8) 室温から 3 皮/分のj~ql 合で白線的に上川

する水平気対Lを加えたとき， 15分以内で作

動しないこと。

(2) 定温式

ア作動"式l検

I品度80皮で風速1m/秒の前 1((主じたに投入した

き， 40秒以内で作動すること。

イ 不作動試験

J品度45度で風速lm/秒の垂直気流に投入 Lた

とき， 10分以内で作動しないこと。

(3) イオン化式

ア目作動試験

屯離屯流の変化率0.36の濃度の煙を含む風速

20cm/秒の気流に投入したとき， 1分以内で作動

すること。

イ 不作動誠験

.~よ離'Ji:;jf~の変化率0.12の滋度の煙を含む風速

20cm/秒の気流に投入したとき， 5分以内で作動

しないこと

(4) 光電式

ア作動試験

Jm当りのおtーた率が20%の濃度の煙をj"む風

速20cm/秒の気流に投入したとき， 1分以内で作

動すること。

イ.不作動試験

1 m当りの減光率か、 2.5%の濃度の煙を含む

風速20cm/秒の気流に投入したとき， 5分以内で

作動しないこと。

4. 実験内容

(1) 魚を焼いた場合の発報実験

ア.実験方法

実験建物内の筒'J11守器，7，品度計.煙濃度計の取

り付け位置は図 lのとおりである。

問答器については， ff戸tJrの7)スこんろ直上部

( 24 ) 



表 1 焼き魚の煙による簡警器の発報実験結果

実験 魚の数 埋設度(k(大l前)%/m 発報した tiiH1骨量発報時の

換 気 Ej;i (さんま ) 加熱 j原 台所内
No. (匹)

ON (綜動 ) ? 電熱1I~

2 11 2 11 

3 f/ 2 1/ 

4 f/ つ f/ 

5 1/ 2 f/ 

6 M ? 1/ 

7 1/ 2 カスこんろ | 
8 1/ つ 電 熱 1 *

9 H つ 1/ 

10 OFF (停止) 2 ガスこんろ

11 1/ 2 1/ 

12 ON (篠動) 4 従 熱器

13 H 4 " 

14 1/ 4 1/ 

(注)A..・・ー・光';!i.式 B. C ・0・・・目イオン{ヒ式

の天井に定1品差。J式(J)1 1悶.脳 ~i中央部の天井

lニ光U式(A)11~. イオン化式(8).(C)2個を取り

付けた。

iJ1J度測定については.ガスこ んろからとの程

度の炎が立ち上札天井付近の品度か何度に.f:

昇したときに簡計器が発報するかを調べるため.

定JJ4差動式問j?H~(J)下面の出度を銑'.\L対によリ

l 点iftil定した。

煙1農!支について:.t， 方スこんろで，匂を焼いた

場合にとの程度の慢が発生し. どのようむ伏況

で台所，居室苦手に拡散し浪!支分布とむるかを

調べるため.光必ェ~:\t iC!l度討を台所中火部に l 台

(SIl.台所と居室との間仕切部に 2台:S2‘S31. 

出室に 2台(S.. Ss).イオン化式煙1度度計⑦ を

居室に l台取リ (Jけた 。山本内の簡将棋付近

の光'.bt煙1農度計については.何度の?与し、;た路

長 2mの濃度計をifい.そのiをには光路長 1m

のものを使用した i
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居室内 簡:マ器 出 思

S4 投別 室 ~三. 

内 I人l

0.5 発報せず 光 イ
時'.ι オ

J 〆

0.4 f/ 式 fヒ f間
煙 主℃0.5 1/ I良 煙 ( 

2，3 11 
度 1ft. 分
S. 出:

3.3 11 秒
刀70ノ ⑦ ) 

2.5 11 / 変、uィ

町1
化流才

0.65 1/ ) 平のン

2.0 A 1.5 6' l2" 

3，4 A 1.5 8' 33" 

A 1.0 :r 39" 

6.6 B 0，65 8' 20. 

C O ‘30 3' 54" 

A 1. 35 3' 21:1" 

7.8 B 0，62 8' 17μ 

C 0，38 4' 21" 

5.4 A 2.5 6' 32" 

A 6.25 4' 41" 
8.3 

C 0，27 7' 08“ 

A ';，95 4' 50" 
10.8 

C 0.27 5' 57" 

実験は.台所と居主の間仕切そ l枚開け.台

所の換気闘を線量りj又は{14止状態において.台所

のガスこんろ又は返事具器で魚を iî~ ， 、た場イ~.煙

の発生ii;. 流動拡散状況. 1.良度分布.附何世告の

作動状況を調べた

イ 実験結果

魚(きんま)を力スミんゐ又は電熱絡で 2-

4匹焼いた場合の台所内.屈託:内における煙漉

度(蚊犬値).発報した附??器の樋 ~II. 発報時の

煙i~1支.発報l時間等について測定した結果は表

1めどおりである。

また.台所内及び属室内における煙l農度の変

化状況は.図 2の実験1#11(No， 8 )に示すとおりで

あるr

1，'目、に取り付けた光"江A. イオン化式附 ~i't器

の作動率(実験実j泊illll数に対する作動した回数)

:立.検71百i私的川.魚、:2.f1C (約270g)では約20

歩0・魚 4匹 (約百円lIg)で:j概ね 100% (煙波度



2.S%/ m以[.， .~江離 ~Il iたの変化半0.12以上)で

あった。また，換気hiを1'>'J上した条件で尖験す

ると，如、 2lJ五を焼いた場合でも J，[;常に流入する

惇!idが台所に発生した域日の約36%となり.間

7~?lli:の作動率は概ね 100% であうた。

問答器ヵ、先手品する時の!剖1"こついては，光:JLJ:~が

同:波J定(;I，;~"Jtギ )1.0-6 ， 25%/mで発者iしており，こ

の中には光.>k式の不作動，-;1¥]放J在i.¥!iの2.5%/m以

下で発報したものが 4191]， また 2.5%/m以上

でも発報しなかったものカ、 l作IJ(尖験No.5 )あっ

た。イオン化式の坊合には.煙itll長(;Il離辺流

の変化率)0.27-0.65で発徹しており，この中

で仏 12-0.36以内てプと絡したものが 3f~IJ あった

が.他の 3例は0.36を越える煙波度で発報した。

j，o.を焼き始めてから出一室 lド央の光電式、 イオ

ン化式附r;~f器が発報するまでの時間は， 3分28

秒-8分33秒であった。

なお，台所の力、スこんろ直上の天井に取 1)付

けた定it:J.差!fO)Armrr器の周閉温度は33-5fCで

発報混度にj主しなかった。

写真 3 魚を電熱器で焼いている状況
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図 2 煙濃度(表 1，実験No.8) 

(2) 芙ぷらを揚げた場合，やかんをかけ忘れた場

合，天ぷら鍋をかけ忘れた場合等の発報実験

ア.実験方法

図 31こ示すとおり台所天井に定温差動式を.

居室天井に光屯式及びイオン化式を取り付け.

台所のガスこんろで天ぷらを防げた場合.やか

んをかけ忘れた場合，天ぷら鍋をかけ忘れた場

合についてnH符器の作動状況を調べた。また.

図 4に示すとおり光屯式，イオン化式間作器を

台所のI:IJ¥に取り付け.天ぷらを防げた場合及び

天ぷら鍋をかけ忘れた場合についてl'ilj'，'i作品の作

動状況を調べた。

イ.尖験結果

各企E実験条件における附 ~l器発報時の煙濃度.

発報時間は，表 2に示すとおりである。

天ぷら鍋(直後26cm，深さ 8cm) にサラダj由

を約1.4Q入れ， 160"Cから 200.C位の油j品で普

通に天ぷらを弘げた場合は.今回の実験ではい

ずれの条件でも削??器は発組しなかった。(表

2，実験No.l，7， 8参照)

方スこんろにやかんをかけ忘れた場合は

tの水が"1'.発するまで行ったが，水蒸気等で問

符器が発報するようなことはなかヮた。(表 2， 

実験No.5， 6参照)

次にサラダ油を約1.2-1.4e入れた天，itら鍋

をガスこんろにかけ忘れた場合は，ガスこんろ

に点火して1:)分から20分経過後に y由I昆カ、 250'C

( 26 ) 



(iio) J)， E ド。た，L:A G， 11 { す :.-H二式
，'，記 aιN 1o'iJ ~t

図 3 簡警器取付位置 (No，1 ~ 6) 

，1> 

図 4 簡警器取付位置 (No7 ~ IO)

-2HltC になり.非 ft'J に~ :，~ の煙が発生する。

このような 11¥態にるると， fifリ?のJ換気I，，!を級品h

しであっても，あるいは間仕切の襖ヵ、閉じてい

る状態であっても. {，:+のすき 1111 から h';-~~ へ埋

か流入し.図 3 のように)~; 宅 に frìi '7'~ Hii (た'diェL

イオン化式)が取り付けられている場合の.'A

( 27 ) 

写真 4 台所天井に取り付けた簡警器

写真 5 天ぷら鍋をかけ忘れた状況

写真 6 天ぷら鍋の;aが発火した状況

報IfヰliJl:ま日分2il秒から 31分2S秒. プ色報 ~:f の'M'Ut~

1支は. 3 -3:zo0/mであうた。 (ぷ，) 実験No.2. 

:l， ~ 参照) また. 1刈，1のよう に台所に間 ~ii 'f 6;):ヵ、

~\( 1) ('1け りれている場イ?の.1Hll叫I}:!(;t14分2.1

秒からおうi'so秒.jE乾i比干の煙itlKは13-28%/m 

であうた (J.，，::..実験No9. 10参p'(f)

1;(15は.かけ忘Hたk:.・わ ら鍋の油が>)(:火し.

炎が天 J I'! こ j主す るまでのずìl刷;l，J ~震波 !止の 11，:iヒ.

mí r~ 加のíHï}J :I !\ 況 を 'l'した ものである。サラタ

ィ18 の発火 I~よ l広(j: ~l (j () 'C Jiij 後て¥今!日!の'Jと|験では

カスこんろに凸火してから:{2シf給過後に発火 L.

そグ〉後.辛~J 1 分な いし ゴウf て' X11・まで炎 が~1;: )、



表 2 簡警器発報時の煙温度，発報時間

実
‘)~ 験JÎ.Ï白及び条件 埋湿度 (%/m) 党総時l:lJ (分・秒)

験 _i 、 AC、E t唖 天，，~~ら鍋の 光 }正 式 イ オ ン 化 式
働'"こ

す 所 会L 油 量 M (民 ~n (庖 主主) ( f-;i同)
No 

ま 窓 府 (i由j品 "C) D E F G H J 

天ぷらを妨げる
半

間 ON 
新 1400

X X X X X X X 
開 (160-200) 

天-"ら鍋のかけ 古 1000
X 

8 
X X 2 ，τut ρ " " 

p 

(310) 23' 20" 
X X X 

れ

新 1400 3 8 8 
X 3 n 

" " " (300) 
X X X 

24' 20" 27' 20" 28' 10" 

IJIJ 
半 古 1300 47 9 15 52 02 

X 4 " 開
OFF 

(290) 
X 

30' 25" 26' 30" 2且， 40. 31' 25" 31' 0 

5 
やかん(水 1t) 半 / X X X X X X X 
のかけ忘れ !刻 " " 

6 " 開 閉 " / X X X X X X X 

光 屯 式 イ オ ン 化 式 定出式

( ム亡T 所) 所) (台所)

7 天ぷらを妨げる 閉 閉 ON 
新 1400

X 
(160-200 ) 

8 
半

OFF X " " 防l

天~~ら鍋のかけ 新 12∞ 20 

" 9 
芝、 れ

閉 ON 
(280-310) 23' 10' 

" 半 古 13∞ 19 
10 H OFF 

(.32分後油が尭火) 開 (310-370) 18' 0" 

(注) x印は発報しなかった実験jlilJ

540E。
m 

20ト20

。LO
o 10 J 5 20 25 30 35 40 

時間J(分)

図5 煙温度，温度(表 2.実験No.l0)

する状況となった。

このような火災初期の状汎において.台所の

叫に取り付けた 3台の光'屯式が15分40秒から 19

分 10秒の時点で発報したのに対し.ガスこんろ

直上の天井に取り付けた定温差動式は.油が発

火してから l分40秒経過し，炎が天井付近まで

( 28 ) 

X X X X X X 

X X X X X X 

13 14 28 26 28 
X 

14' 23" 26' 50" 24' lO" 24' 15" 24' 10" 

13 24 レ// / 74"C 

15' 40" 19' 10' 33' 40" 

拡大した33分40秒の時点(天井温度740C)で発

報した。

以上の実験結果から，天ぷら鍋のかけ忘れの

場合には，簡警器の種別として煙感方式の方ヵ、

熱!必方式より実用上有利であることがわかった。

5，考 察

実験結果を総合的に考察すると，一般住宅では

魚の調理などの煙で簡警器力、発報することカ、ある

ので.換気方法.簡答器の取り付け位置などは，

非火災報が出ないように考慮する必要ヵ、ある I

また，天よら鍋のかけ忘れなどの場合は，油グ)

発火以前に異常な煙が発生するため，光正式又は

イオン化式などを設置しておくことが火災を本然

に防止する方法として非常ーに有効である。

今後も住宅火災について発生初期の実態を解明

し.火災にとfる異常な状況をより早〈的確に発見

する方法の研究を重ねて L、く予定である。
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